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2024年12月期

第1四半期実績



事業ハイライト スタメングループ

TUNAGの利用企業数、平均MRRともに安定的な成長を継続。

FANTSについても運営コミュニティ件数、平均MRRの両指標が伸長。
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ARR ※1

19.1億
前年同期末 13.4億

TUNAGの利用企業数 ※2

819社
前年同期末 605社

TUNAGの平均MRR ※2

194千円
前年同期末 185千円

TUNAGの売上高ストック比率 ※3

93.1%
前年同期 91.8%

ARR ※1

1.5億
前年同期末 1.3億

FANTSの運営コミュニティ件数 ※2

136件
前年同期末 126件

FANTSの平均MRR ※2

95千円
前年同期末 88千円

FANTSの売上高ストック比率 ※3

62.7%
前年同期 67.6%

※1：四半期末時点のストック収益（MRR）に12を乗じた金額

※2：TUNAG / FANTS の利用企業数、運営コミュニティ件数、平均MRRは、各四半期末時点の実績を記載しております。またFANTSの平均MRRは、コミュニティ内で販売したグッズ収益や開催したイベント収益を除いて算出しています。

※3：TUNAG / FANTS の売上高ストック比率は、期末時点のものではなく、四半期の累計実績を記載しております。



月次業績指標の推移 スタメングループ

TUNAG事業のストック収益は、前年比増加率40%前後の高い水準を維持。

一方で、FANTS事業の前年比増加率は底上げが必要と認識。
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(千円)

当期

前期

前年比増加率(%)

1月

149,666

105,862

41.4%

2月

152,088

108,782

39.8%

3月

159,617

112,334

42.1%

4月

117,239

5月

118,558

6月

120,450

7月

124,708

8月

131,299

9月

133,520

10月

137,517

11月

140,367

12月

145,637

(千円)

当期

前期

10,343

15,172

6,433

2,175

17,266

11,945 6,993 10,166 10,700 16,268 7,067 7,311 11,396 18,830 10,336

(千円)

当期

前期

前年比増加率(%)

1月

13,167

12,026

9.5%

2月

13,318

11,378

17.1%

3月

12,927

11,171

15.7%

4月

12,174

5月

12,857

6月

12,332

7月

12,738

8月

12,621

9月

13,039

10月

13,084

11月

13,185

12月

13,583

(千円)

当期

前期

5,494

8,533

8,120

5,890

9,828

2,180 8,379 9,960 10,156 3,859 2,540 8,613 4,803 3,450 2,737

FANTS事業のストック収益

TUNAG事業のストック収益

TUNAG事業のフロー収益

FANTS事業のフロー収益



業績ハイライト スタメングループ

第1四半期の業績は、売上高が前年同期比・前四半期比で大きく増収。

テレビCMなどの各種プロモーションへの投資により、各段階利益は減益。
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(百万円)

売上高

売上総利益

利益率

営業利益

利益率

経常利益

当期純利益

2023/12期 1Q 
（前年同期）

411
324

78.9%
 49

11.9%
49
38

2023/12期 4Q 
（前四半期）

528
412

78.0%
54

10.4%
52
40

2024/12期 1Q 
（当四半期）

577
447

77.5%
27

4.8%
27
-1

前年同期比

+40.3%
+37.9%
-1.4pt

-43.2%
-7.1pt

-43.4%
-

前四半期比

+9.2%
+8.4%
-0.5pt

-49.2%
-5.6pt

-46.7%
-



四半期売上高の推移（連結） スタメングループ

グループ全体で順調に増収を継続。

通期業績予想の達成に向けて、順調に推移。
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FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

四半期売上高の推移

連結

売上高

(単位：千円)

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

11,791​ 23,280​ 35,684​ 42,265​
65,762​

96,054
111,600​

138,835​123,033
158,163​147,035

196,201​
176,684

233,732​
219,832​

264,034​
293,489​

285,955​

344,907​
370,672​

411,661​

456,458​
482,158​

528,866​

577,604​

※連結対象：FY2022 1Qより株式会社STAGE、FY2023 1Qより株式会社スタジアム

※



四半期営業損益の推移（連結） スタメングループ

テレビCMや大型展示会出展などの成長投資を継続しながらも、

前四半期に引き続き営業利益は黒字で着地。
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四半期営業損益の推移営業損益

(単位：千円)

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
-60,000
-50,000
-40,000
-30,000
-20,000
-10,000

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000

-21,657​

-32,497​

-41,910​
-47,671​

-23,086​
-17,676​

5,431​

-1,094​ -3,642​

17,982​

-2,923​

9,986​

717​
4,956​

11,719​
16,232​

19,516​

27,900​
32,077​

52,125​
49,109​

24,254​

36,481​

54,918​

27,914​

連結※

※連結対象：FY2022 1Qより株式会社STAGE、FY2023 1Qより株式会社スタジアム



BSの状況 スタメングループ

金融機関とのアライアンス強化を目的とした借入を実行。

その上で、 と、高い財務安全性を継続。自己資本比率50%以上 流動比率230%以上
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（百万円）

流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

株主資本

純資産合計

負債純資産合計

自己資本比率

2023/12期末

1,586
252

1,838
574
48

622
1,185
1,215
1,838
64.5%

2024/12期 第1四半期末

1,692
270

1,963
727
50

777
1,151
1,186
1,963
58.7%

増減額

+106
+18

+125
+152

+1
+154

-33
-29

+125
-5.8pt



従業員エンゲージメント事業
(TUNAG)



利用企業数と平均MRRの推移 TUNAG

平均MRRは194千円に伸長。引き続き、中長期で の突破を目指す。

利用企業数は前四半期比で52社純増。今期中の 突破を狙う。

200千円
1,000社
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利用企業数と平均MRRの推移
利用企業数

(単位：社)

平均MRR

(単位：千円)

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

※上記図表に記載の数値は、各四半期末時点のものを記載しております。

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

31​
61​

93​
123​

155​

198​
226​

249​
279​ 293​

310​ 323​
349​

376​
394​

422​
452​

483​

526​

570​
605​

651​

711​ 767​

819​

0

25

50

75

100

125

150

175

200

225

103​
111​ 109​ 111​

126​
134​

139​

151​ 152​ 155​ 157​ 160​ 160​ 161​
167​

171​ 173​
177​ 178​ 181​

185​ 185​ 187​ 189​ 194​



四半期売上高と収益比率の推移 TUNAG

売上高ストック比率は安定的に90%以上の高水準を維持。

今後も90%程度を目標値に据える。
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四半期売上高

(単位：千円)

※1：TUNAGのシステム利用料（月額課金）

※2：TUNAGの初期費用等

四半期売上高と収益比率の推移

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

ストック収益
フロー収益
売上高ストック比率

※1

※2

11,791​
23,279​

35,681​ 42,265​
65,762​

96,054​ 111,600​
123,030​

138,835​146,921​
157,385​

170,141​182,532​
196,102​207,761​

227,050​
258,202​260,269​

294,853​
321,725​

356,271
384,107

420,173

464,084

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

79%​
84%​

75%​

89%​
84%​

76%​
80%​

87%​ 89%​ 89%​ 91%​ 90%​ 90%​ 90%​ 92%​ 93%​
88%​

95%​ 93%​ 93%​ 92%​ 93%​ 93%​ 91%​
93%​

495,413​



主要な広告宣伝費の推移 TUNAG

この第1四半期では約1.2億円を広告やプロモーション活動・展示会出展に投資。

第2四半期以降で、売上高成長率のさらなる加速を目指す。
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FY2022 FY2023 FY2024

四半期売上高

(単位：千円)

※1 ：タクシー広告、テレビCM制作費等

※2：HR EXPOなどの大型展示会の出展費用等

※3：SNS広告、リスティング広告、ディスプレイ広告等

四半期広告宣伝費の推移

認知獲得（マス広告）
展示会
リード獲得（Web広告）※3

※1

※2

126,077

88,920

65,657

84,301

65,402
55,675

42,04239,20533,300

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000



直近の事業トピック（プロモーションについて） TUNAG

お笑いコンビ「EXIT」を起用した広告クリエイティブを展開。

テレビCM、タクシー広告、各種プロモーション活動に活用。

13

テレビCM

タクシー広告

109フォーラムビジョン

昨年より、飲食や小売などの店舗を運営する企業の導入が増加傾向にあることから
「スマホでバイトをDX」をテーマとした新CMを3種類制作。

当社として、初の関東圏でのテレビCMを4月より放映中。

テレビCMの放映に連動させる形で、新しく制作した

映像をタクシー広告にも展開し、関東圏で配信中。

昨年より放映枠を確保している109フォーラムビジョン
にも、新CMを放映中。

社内掲示板 ワークフロー タスク依頼 社内チャット

マニュアル サンクスカード 福利厚生 社内テスト

なぜバイト組織にTUNAGが選ばれるのか。

その秘密をWebサイトで公開中！ TUNAG

※詳細は、https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000180.000023589.htmlをご覧ください。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000180.000023589.html


直近の事業トピック（大型展示会出展について） TUNAG

以前から主要な顧客獲得経路である、大型展示会の出展を強化。

5月のHR EXPOでは大型看板にもサービスビジュアルを掲出。
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1月
2024年

2月 3月 5月

スマート物流 EXPO DX総合 EXPO リテールテック JAPAN HR EXPO

場所：東京ビッグサイト

会期：1/24〜1/26（3日間）

場所：東京ビッグサイト

会期：2/20〜2/22（3日間）

場所：東京ビッグサイト

会期：3/12〜3/15（4日間）

場所：東京ビッグサイト

会期：5/8～5/10（3日間）

出入口上部の大型看板に掲出



直近リリースしたTUNAGの新機能 TUNAG

TUNAGを利用中の企業が「スマホで活用できる福利厚生サービス」を

機能拡充。企業独自の福利厚生メニューの運用が可能に。
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UI / UXの改善

カテゴリ検索 ができるように キャンペーンバナー が登場

カスタムクーポン機能リリース
これまでの「TUNAGベネフィット」は、ご契約中の企業に一律のメニュー提供でした
が、この度企業独自の福利厚生メニューを掲載可能に。また操作面においては、カテゴリ
検索や、キャンペーンバナーの表示がされるようになり、利便性も向上。

従業員に喜んでもらえる新しい福利厚生を実現する

※詳細は、https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000177.000023589.htmlをご覧ください。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000177.000023589.html


コミュニティ

エンゲージメント事業

(FANTS)



運営コミュニティ件数と平均MRRの推移 FANTS

運営コミュニティ件数が再び上昇傾向に。

平均MRRは横ばいだが、中期的に を目指す。150千円台
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運営コミュニティ件数と平均MRRの推移 FANTS

運営コミュニティ件数、平均MRRともに微減。

平均MRRは中期的に を目指すべく立て直しを図る。150千円台
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運営コミュニティ件数と平均MRRの推移

※上記図表に記載の数値は、各四半期末時点のものを記載しております。

運営コミュニティ

(単位：件)

平均MRR

（単位：千円）

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
0

25

50

75

100

125

150

175

200

29​

43​

94​

138​

181​

131​ 135​
129​ 126​ 130​

140​ 140​ 136

137​

105​

58​ 50​
44​

52​

90​
84​

88​
94​ 93​

97​

95​

0

20

40

60

80

100

120

140

160



四半期売上高と収益比率の推移 FANTS

運営コミュニティでのイベント収益や、FANTS開設時の初期費用などの

計上により、前四半期比でフロー収益が増加。

18

ストック収益
フロー収益
売上高ストック比率

※1

※2

四半期売上高と収益比率の推移
四半期売上高

(単位：千円)

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

13,668​

23,729​
25,97​0

36,983​

27,752​
31,26​0

46,201​
48,946​

51,180

65,860

53,411

50,842

62,856

52.8%
57.2%​ 57.8%​

53.3%​

84.5%​

70.0%​

81.6%​
77.4%​

67.6%​
56.7%​

71.9%​

78.4%​

62.7%​

※1：FANTSのシステム利用料（月額課金）

※2：FANTSの初期費用、イベント収益、プロモーションサイト制作費など



直近の事業トピック FANTS

FANTSアプリのみで完結する、ライブ配信機能を提供予定。

コミュニティ会員のエンゲージメント向上とLTVの最大化を狙う。
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FANTSを活用したオンラインコミュニティには様々

な種類が存在しているが、書道やゴルフなどの「趣

味・習い事」関連のコミュニティが直近で多数開設

されている。これまでは外部ツールを活用したライ

ブ配信を行っていたが、ニーズの高まりを受けて機

能の内製化に着手。この機能追加により、FANTSに

登録しているユーザーの参加が簡便になり、サービ

スの訴求力の強化を見込む。本機能の全体リリース

は2024年7月頃を予定。

新機能の紹介 新規開設コミュニティ

RESIZE BODY
タレント・身体美容家®の︎優木まおみさんが主宰する、女
性限定のオンラインピラティスコミュニティ。

リアルタイムのオンラインレッスンや、サークル活動、

オフラインイベント等も実施予定。

https://resizebody-salon.fants.jp/

&sauna community
⁨『&sauna』は北海道文化放送が運営する、全国各地の魅
力的なサウナと、カルチャーを探すプロジェクト。TV、
Youtubeに加えて、この度、オンラインコミュニティを
FANTSで開設。

https://andsauna-community-salon.fants.jp/

LIVE

https://resizebody-salon.fants.jp/
https://andsauna-community-salon.fants.jp/


2024年12月期

業績見通し



売上高進捗率と四半期毎の売上構成比 スタメングループ

当社はSaaSビジネスをメイン事業としており、例年、3Q・4Qの寄与度が大きい。

1Qまでの予算進捗 23.2% は、昨年度の進捗 21.9% を上回るペース。
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FY2023 通期業績 1,879百万円

FY2024 通期業績見通し 2,485百万円

1Q 2Q 3Q 4Q

23.5%​ 26.1%​

+1.3pt

1Q 2Q 3Q 4Q

21.9%​ 24.3%​ 25.7%​ 28.1%​

※FY2024の進捗率は業績予想に対しての進捗率、FY2023の進捗率は実績に対しての進捗率

FY2024 23.2%​



2024年12月期  通期業績見通し スタメングループ

売上高、各段階利益ともに順調に推移。

各段階利益が大幅に上振れしているが、通期では計画範囲内での着地を想定。
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(百万円)

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

上期予想

1,136

-120

-119

-119※

下期予想

1,349

150

147

121※

通期予想

2,485

29

28

2※

1Q実績

577

27

27

-1※

上期進捗率

50.8%

-

-

-

通期進捗率

23.2%

96.3%

99.5%

-

FY2024（業績見通し） FY2024（実績）

※当期純利益の算定にあたって、法人税等は税引前当期(四半期)純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率を乗じて見積計上をしております。

　法人税等には税効果会計の影響を加味して算定しておりますが、実績の業績動向に基づく繰延税金資産の回収可能性の見直しによって、実際に計上される金額と予想数値と異なる場合があります。これにより、当期純利益の実績金額が変動する可能性があります。




































